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十
月
十
一
日
か
ら
二
十
九
日
に
か
け
て
生
物

多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議
（
い
わ
ゆ
る

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
」）
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
（
十
月

十
一
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
は
生
物
多
様
性

条
約
の
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
カ
ル

タ
ヘ
ナ
議
定
書
第
五
回
締
約
国
会
議
（
い
わ
ゆ

る
「
Ｍ
Ｏ
Ｐ
５
」）
と
の
位
置
づ
け
で
す
）。
こ

れ
は
、
一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）
に
京
都
で

開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
三
回
締
約

国
会
議
に
並
ぶ
国
内
で
開
催
さ
れ
る
大
き
な
国

際
会
議
で
す
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
は
名
古
屋
国
際
会
議
場
に
お
い

て
各
国
の
代
表
者
で
会
議
等
が
行
わ
れ
る
一

方
、
そ
の
他
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
十
月
十
八
日
に
は
、
同
会
議
場
内
に
お
い

て
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
（
講
演
会
）
が
開
催
さ
れ
、

田
名
部
政
務
官
が
冒
頭
の
挨
拶
を
さ
れ
る
と
と

も
に
、
古
久
保
国
有
林
野
部
長
が
「
国
有
林
野

の
生
物
多
様
性
保
全
方
策
」
に
つ
い
て
講
演
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
近
隣
の
白
鳥
会
場
等
を
中

心
に
生
物
多
様
性
保
全
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

展
示
（
生
物
多
様
性
交
流
フ
ェ
ア
）
等
が
行
わ

れ
ま
す
。
生
物
多
様
性
交
流
フ
ェ
ア
に
は
農
林

水
産
省
の
展
示
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
中

で
林
野
庁
が
取
り
組
む
生
物
多
様
性
の
保
全
を

テ
ー
マ
と
し
た
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
有

林
が
取
り
組
ん
で
い
る
森
林
の
管
理
が
ど
の
よ

う
に
生
物
の
多
様
性
保
全
に
役
立
っ
て
い
る
の

か
と
の
視
点
で
展
示
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
も
の

で
す
。

◆
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
開
催
の
経
緯

　

一
九
九
二
年
に
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

（
ブ
ラ
ジ
ル
）
で
国
連
環
境
開
発
会
議
（
い
わ

ゆ
る
「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」）
が
開
催
さ
れ
、
生

物
多
様
性
条
約
や
気
候
変
動
枠
組
条
約
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
気
候
変
動
枠
組
条
約
に
つ
い
て

は
、
一
九
九
七
年
に
京
都
で
第
三
回
締
約
国
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）
が
開
催
さ
れ
温
室
効
果
ガ
ス

抑
制
対
策
の
あ
り
方
を
定
め
た「
京
都
議
定
書
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
物
多
様
性
条
約
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
二

年
に
ハ
ー
グ
（
オ
ラ
ン
ダ
）
で
第
六
回
締
約
国

会
議
（
Ｃ
Ｏ
６
）
が
開
催
さ
れ
、「
現
在
の
生

物
多
様
性
の
損
失
速
度
を
二
〇
一
〇
年
ま
で
に

大
き
く
低
減
さ
せ
る
」
と
の
二
〇
一
〇
年
目
標

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
節
目
と
な
る

第
十
回
目
が
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

◆
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
の
議
題
は
？

　

こ
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
は
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物

に
か
か
る
国
際
的
な
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
検
討

な
ど
様
々
な
事
項
に
つ
い
て
議
題
と
な
り
ま
す

が
、
や
は
り
森
林
管
理
に
関
す
る
こ
と
と
し
て

は
「
生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用

に
向
け
た
二
〇
一
〇
年
以
降
の
各
国
共
通
の
行

動
計
画
を
定
め
る
」
こ
と
が
大
き
な
テ
ー
マ
と

い
え
ま
す
。

◆
国
有
林
の
取
組

　

日
本
国
内
で
は
平
成
二
十
年
に
生
物
多
様
性

基
本
法
が
制
定
、
平
成
二
十
二
年
三
月
に
は
生

物
多
様
性
国
家
戦
略
が
策
定
さ
れ
る
な
ど
、
生

物
多
様
性
の
保
全
に
向
け
た
方
針
が
示
さ
れ
、

国
有
林
と
し
て
も
「
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に

関
す
る
基
本
計
画
（
全
国
計
画
）」
に
生
物
多

様
性
の
保
全
を
明
記
す
る
な
ど
積
極
的
に
対
応

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
全
国
計

画
に
則
し
て
中
部
森
林
管
理
局
は
森
林
計
画
区

ご
と
の
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
を
遵
守
し
つ
つ

森
林
の
管
理
経
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

国
有
林
で
は
、
森
林
に
お
け
る
生
物
の
多
様

性
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用
を
図
る
上
で

は
、流
域
等
の
一
定
の
面
的
な
広
が
り
の
中
で
、

樹
種
や
林
齢
等
の
異
な
る
様
々
な
タ
イ
プ
の
森

林
が
、
そ
れ
ぞ
れ
時
の
経
過
と
と
も
に
様
々
な

要
因
に
よ
っ
て
常
に
変
化
し
な
が
ら
も
、
バ
ラ

ン
ス
良
く
分
散
的
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
然
守
る
べ

き
自
然
環
境
は
適
切
に
保
全
管
理
活
動
を
実
施

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
物
多

様
性
交
流
フ
ェ
ア
で
は
こ
う
し
た
取
組
を
中
心

に
パ
ネ
ル
等
で
林
野
庁
、
中
部
森
林
管
理
局
の

取
組
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

◎�

国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
連
絡
協
議

会

　

11
月
８
日　
　
　

松
本
市

◎
長
野
市
環
境
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト

　

11
月
13
日　
　
　

長
野
市  

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

11
月
13
日　
　
　

愛
知
所
管
内

◎
署
長
等
会
議

　

11
月
17
〜
18
日　

中
部
森
林
管
理
局

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　

11
月
６
日　
　
　

東
濃
署
管
内

　

11
月
27
日　
　
　

愛
知
所
管
内

サイドイベントでは
田名部政務官が挨拶されました

田名部政務官に中部局の取組を
説明される城土局長

中部局からは檜皮葺模型の展示も

生
物
多
様
性
条
約

第
十
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ 　

）に
つ
い
て

で
ブ
ー
ス
展
示

10

10

生
物
多
様
性
条
約

第
十
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ 　

）に
つ
い
て

Ｃ
Ｏ
Ｐ 
　
で
ブ
ー
ス
展
示

10

10

現地検討会（日本庭園）
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［
企
画
調
整
室
］
自
然
豊
か
な
信
州
の
地
で
暮

ら
す
県
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
事
業
者
・
行
政
が
手
を

取
り
合
っ
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
取
組

み
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る

契
機
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
信
州
環
境
フ
ェ

ア
２
０
１
０
」
が
長
野
市
の
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
で

八
月
二
十
一
、二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
は
長
野
林
政
協
議
会
（
長

野
県
林
務
部
・
中
部
森
林
管
理
局
）
の
一
員
と

し
て
職
員
が
参
加
し
民
有
林
と
国
有
林
の
連
携

に
よ
る
森
林
づ
く
り
等
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
十
回
目
の
本
イ
ベ
ン
ト
は
長
野
林
政

協
議
会
と
し
て
三
年
目
の
参
加
と
な
り
、
回
数

を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
内
容
に
工
夫
を
こ
ら
し

て
き
ま
し
た
。
今
年
の
長
野
林
政
協
議
会
の

ブ
ー
ス
で
は
、
特
に
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
拡
充

し
、
ボ
ー
ル
を
落
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・

鉄
・
木
材
の
堅
さ
の
違
い
を
観
察
す
る
コ
ー

ナ
ー
や
、
モ
モ
や
プ
ル
ー
ン
な
ど
実
の
な
る
木

を
削
っ
て
作
っ
た
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
工
作
物

を
手
に
と
っ
て
も
ら
い
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ

て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
ま
し
た
。
子

供
連
れ
の
家
族
を
中
心
に
大
勢
の
方
々
に
実
際

に
触
れ
た
り
感
じ
た
り
す
る
こ
と
で
五
感
に
訴

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
森

林
の
働
き
な
ど
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
し

ま
し
た
が
、
よ
り
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
パ
ネ
ル
の
内
容
を
ふ
ま
え
た
ク
イ
ズ
を
行

い
ま
し
た
。「
長
野
県
の
森
林
面
積
は
全
国
で

何
番
目
で
し
ょ
う
か
」、「
長
野
県
の
森
林
機
能

の
価
値
を
お
金
に
換
算
す
る
と
い
く
ら
に
な
る

で
し
ょ
う
か
」
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
頭
を
ひ
ね
る

問
題
に
大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
く
取
組
ん
で

い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
間
伐
の

推
進
や
木
材
利
用
な
ど
、
民
有
林
と
国
有
林
の

取
組
や
連
携
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
長
野
県
の
協
力
の
も
と
積
極
的
に
活

動
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
富
山
署
］
当
署
で
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
薬

師
岳
・
雲
ノ
平
国
有
林
野
保
護
管
理
協
議
会
、

雲
ノ
平
山
荘
と
協
働
で
、
東
京
農
業
大
学
の
下

嶋
助
教
に
よ
る
指
導
の
下
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
「
雲
ノ
平
植
生
復
元
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

中
部
山
岳
国
立
公
園
内
の
雲
ノ
平
（
標
高

二
、四
〇
〇
〜
二
、七
〇
〇
㍍
）
は
、
北
ア
ル
プ

ス
最
奥
地
に
位
置
し
、
日
本
最
高
所
に
あ
る
溶

岩
台
地
上
に
広
が
る
広
大
な
雪
田
草
原
で
、
高

山
植
物
の
宝
庫
で
す
。
雲
ノ
平
は
、
ど
こ
か
ら

入
山
し
て
も
当
日
中
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
日
本
の
秘
境
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
秘
境
の
雲
ノ
平
も
、
近
年
、
木

道
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
整
備
を
行
う

以
前
か
ら
登
山
者
等
に
よ
り
踏
圧
さ
れ
た
箇
所

を
中
心
に
、
雨
水
等
の
浸
食
に
よ
る
高
山
植
生

の
裸
地
化
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
本
事
業
三
ヶ
年
計
画
の
最
終
年

度
で
あ
り
、
過
去
二
ヶ
年
に
お
け
る
実
施
状
況

と
そ
の
成
果
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

高
山
帯
に
お
け
る
植
生
復
元
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
す
る
た
め
、
局
署
職
員
の
ほ
か
、
東
京

農
業
大
学
、
雲
ノ
平
山
荘
、
環
境
省
レ
ン

ジ
ャ
ー
、
富
山
県
自
然
保
護
担
当
者
、
富
山
市

担
当
者
（
大
山
総
合
行
政
セ
ン
タ
ー
）
に
も
参

加
を
い
た
だ
き
、
九
月
十
四
日
か
ら
十
七
日
に

か
け
て
現
地
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
植
生
復
元
実
施
箇
所
で
あ
る
雲

ノ
平
周
辺
の
通
称
「
日
本
庭
園
」、「
雷
岩
」
を

視
察
し
、
意
見
交
換
会
を
行
い
、
洗
掘
さ
れ
た

箇
所
の
端
（
崖
）
の
処
理
方
法
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ

る
位
置
の
把
握
、
造
園
的
手
法
を
取
り
入
れ
た

植
生
復
元
方
法
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
来
年
以
降
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
含
め
未
実 植生復元作業（崖箇所の処理）

信
州
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
０
で
の

Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

信
州
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
０
で
の

Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

現地検討会（日本庭園）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
鉄
、
木
材
に
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を

落
と
す
と
跳
ね
方
が
違
い
ま
す
。
ど
れ
が
一
番
か

た
い
か
な
？
や
わ
ら
か
い
か
な
？

関
係
機
関
と
植
生
復
元
現
地

検
討
会
を
開
催

関
係
機
関
と
植
生
復
元
現
地

検
討
会
を
開
催

日
本
の
秘
境
　

〜
雲
ノ
平
〜
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施
箇
所
に
つ
い
て
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
と
の
認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
ま
で
行
っ
た
植
生
復
元
事
業
の

三
ヶ
年
に
つ
い
て
は
と
り
ま
と
め
を
行
い
、
中

部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
等
で
公
表
す
る
予
定

で
す
。

［
指
導
普
及
課
］

［
木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
］

　

九
月
十
一
日
、
森
林
整
備
を
通
し
て
木
曽
川

上
下
流
住
民
の
交
流
を
図
る
「
木
曽
川
・
森
づ

く
り
in
赤
沢
」
が
赤
沢
自
然
休
養
林
と
周
辺
の

林
内
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
下
流
域
の
名
古
屋
市
及
び
そ
の

周
辺
地
域
か
ら
十
二
名
、
上
流
地
域
の
木
曽
と

そ
の
周
辺
か
ら
個
人
・
団
体
を
含
め
二
十
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

五
人
程
で
六
班
を
編
成
し
、
午
前
・
午
後
と

三
班
ず
つ
分
か
れ
て
、
間
伐
と
森
林
散
策
を
行

い
ま
し
た
。
九
月
半
ば
を
迎
え
る
と
い
う
の
に

夏
の
猛
暑
が
続
き
、
慣
れ
な
い
ノ
コ
ギ
リ
に
よ

る
間
伐
に
、
参
加
者
は
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

　

森
林
散
策
で
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
主

体
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
興
味
深
い
説
明
に
関
心

を
引
か
れ
た
様
子
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。
往
路

は
森
林
鉄
道
で
の
移
動
と
な
り
、
猛
暑
と
は
言

え
川
を
渡
る
秋
の
風
に
、
間
伐
で
の
汗
も
忘
れ

る
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
山
づ
く
り

の
大
切
さ
と
苦
労
が
分
か
っ
た
」
と
か
、「
国

有
林
だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
ら
の
美
林
が
保
た
れ
て

き
た
」
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
実
施
者
と
し
て

満
足
感
と
、
こ
れ
か
ら
も
山
づ
く
り
を
続
け

る
必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

 

［
富
山
署
］
九
月
二
日
、
魚
津
市
の
片
貝
国
有

林
に
お
い
て
、
地
元
の
片
貝
小
学
校
四
年
生

十
五
名
を
対
象
に
森
林
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
魚
津
市
土
地
改
良
区
が
、「
農
業

用
水
は
ど
こ
か
ら
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
地
元

児
童
に
森
林
・
発
電
所
・
農
業
用
水
等
の
見

学
を
通
じ
て
、
水
や
自
然
環
境
の
大
切
さ
を

わ
か
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
用
水
探
検

見
学
会
の
中
で
設
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
特

に
、
森
林
教
室
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
区

か
ら
、
上
流
部
の
森
林
が
水
を
育
み
、
良
好

な
自
然
環
境
を
保
全
し
て
い
る
と
と
も
に
、

治
山
事
業
に
よ
っ
て
土
砂
流
出
防
備
機
能
が

向
上
し
、
生
活
用
水
や
農
業
用
水
な
ど
に
寄

与
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
と
も

子
供
た
ち
に
学
ん
で
欲
し
い
こ
と
で
あ
る
と

強
く
協
力
を
要
請
さ
れ
、
署
と
し
て
も
こ
の

地
域
の
意
向
に
沿
う
よ
う
な
内
容
で
開
催
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　

森
林
教
室
は
、
国
有
林
の
治
山
え
ん
堤
前

の
広
場
で
行
い
、
上
市
森
林
事
務
所
、
片
貝

治
山
事
業
所
等
の
職
員
が
、
富
山
森
林
管
理

署
の
概
要
や
森
林
の
役
割
の
説
明
を
行
っ
た

上
で
、
治
山
事
業
、
保
安
林
等
に
つ
い
て
目

の
前
の
え
ん
堤
を
例
に
し
な
が
ら
説
明
し
ま

し
た
。
三
十
分
程
度
と
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
児
童
た
ち
は
、
普
段
立
ち
入
る

こ
と
の
な
い
地
元
奥
地
の
国
有
林
で
、
自
分
た

ち
が
普
段
使
っ
て
い
る
水
の
源
流
地
を
体
験
で

き
、「
知
ら
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
べ
て
よ

か
っ
た
。
自
然
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
う
」
と

感
想
を
話
す
児
童
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
森

林
や
自
然
を
大
切
す
る
気
持
ち
が
芽
生
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

 

［
富
山
署
］
富
山
署
は
、
九
月
八
日
、
立
山
杉

の
巨
木
が
数
多
く
見
ら
れ
る
美
女
平
（
立
山

町
、
風
致
探
勝
林
指
定
）
の
遊
歩
道
に
お
い

て
、
立
山
地
区
保
護
管
理
協
議
会
と
協
働
で
、

立
山
杉
の
根
の
保
護
等
の
た
め
の
ス
ギ
チ
ッ
プ

木
曽
川
上
下
流
交
流
の

　
　
「
木
曽
川
・
森
づ
く
り
in
赤
沢
」

�

を
開
催

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

汗を流しながら間伐作業

治山事業等について説明を実施

森林散策の一コマ

魚
津
市
片
貝
小
学
校
四
年
生
に

�

森
林
教
室
を
実
施

地
域
発
案
の
推
進

　

  

地
域
と
と
も
に

�

美
女
平
遊
歩
道
の
魅
力
ア
ッ
プ


